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日
米
原
子
力
協
定
の
自
動
延
長
を
無
駄
に
す
る
な

来
年
７
月
に
日
米
原
子
力
協
定
の
満
期
を
迎
え
る
。
自
動
延
長
の
公
算
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
課
題
が
山
積
だ
。

再
処
理
工
場
の
稼
働
は
も
と
よ
り
、
高
速
増
殖
炉
の
開
発
計
画
な
ど
長
期
的
な
視
点
で
腰
を
据
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
、

自
民

。
公
明
両
党
が
大
勝

し
た
結
果
、
野
党
が
唱
え

た

「原
発
ゼ
ロ
」
の
懸
念

は
当
面
後
退
し
た
も
の
の
、
日
本
の
原
子
力

は
依
然
と
し
て
未
曽
有
の
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
目
下
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
原
発

再
稼
働
問
題
は
、
福
島
原
発
事
故
か
ら
６
年

半
に
し
て
再
稼
働
に
こ
ぎ
着
け
た
の
は
わ
ず

か
５
基
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
性
審

査
は
あ
ま
り
に
も
ス
ロ
ー
だ
。
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
原
発
の

シ
ェ
ア
を
２０
～
２２
％
に
と
い
う
政
策
目
標
を

達
成
で
き
る
か
ど
う
か
甚
だ
覚
束
な
い
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

青
森
県
下
北
半
島
の
六
ヶ
所
村
に
建
設
中
の

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
工
場
の
竣
工
、
操

業
開
始
が
さ
ら
に
遅
れ
そ
う
な
の
が
特
に
気

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
完
成
時
期
が

延
期
さ
れ
た
が
、
い
よ
い
よ
１８
年
度
上
期
に

は
竣
工
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
に
な
つ
て
、
非
常
用
電
源
建
屋
内
に
雨

水
が
浸
入
す
る
と
か
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
の

排
気
ダ
ク
ト
に
錆
が
生
ず
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
明
ら
か
に
な
り
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
安
全
審
査
が
中
断
さ
れ
た
た

め
、
本
格
操
業
開
始
は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と

が
決
定
的
と
な
っ
た
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、
我
が
国
の
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
要
で
あ
る
。
か
つ
て
外

交
官
と
し
て
再
処
理
問
題
に
関
す
る
日
米
原

子
力
交
渉
に
直
接
関
与
し
た
経
緯
も
あ

っ

て
、
同
工
場
の
操
業
開
始
を
期
待
し
て
き
た

筆
者
と
し
て
は
、
複
雑
な
心
境
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
、　
一
般
読
者
に
は
な
じ
み
が

薄
い
と
思
わ
れ
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
問
題

と
日
米
原
子
力
協
定
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡

単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

:
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六ヶ所再処理工場 には AEAの 査察官が常駐 し、核の平和利用 を監視 している
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我
が
国
の
原
発
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
燃

料
は
、
昔
か
ら
米
国
な
ど
外
国
か
ら
の
輸
入

で
あ
る
。
そ
し
て
、　
一
度
原
子
炉
で
燃
や
し

た
後
の
ウ
ラ
ン
燃
料
を
化
学
的
な
方
法
で
再

処
理
し
て
、
抽
出
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

高
速
増
殖
炉
や
普
通
の
軽
水
炉

（プ
ル
サ
ー

マ
ル
）
で
再
利
用
す
る
こ
と
―
―
こ
れ
を
「核

燃
料
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ぶ
―
―
が
日
本
の
原

子
力
政
策
の
基
本
で
あ
る
。
資
源
小
国
と
し

て
は
、
せ
っ
か
く
輸
入
し
た
貴
重
な
ウ
ラ
ン

資
源
を
最
後
ま
で
効
率
的
に
利
用
す
る
必
要

が
あ
る
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
米
国
産
ウ
ラ
ン
燃
料
を
日
本

が
再
処
理
す
る
た
め
に
は
事
前
に
供
給
国
で

あ
る
米
国
の
同
意

（承
認
）
を
要
す
る
こ
と

が
日
米
原
子
力
協
定
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

抽
出
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
勝
手
に
軍
事

目
的
、
つ
ま
り
核
爆
弾
の
製
造
に
転
用
さ
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
。

実
は
、
初
期
の
日
米
原
子
力
協
定
で
は
、

こ
の
米
国
の
事
前
同
意
は
、
各
原
子
力
発
電

所
の
使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理
す
る
た
び

に
、
い
ち
い
ち

（ケ
ー
ス

・
バ
イ

・
ケ
ー
ス

に
）
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、

米
国
側
の
意
向
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
日
本

側
に
と

っ
て
極
め
て
不
安
定
で
あ

っ
た
。
事

実
、
１
９
７
７
年
に
茨
城
県
東
海
村
に
建
設

さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
再
処
理
施
設

（年

間
処
理
能
力
２
１
０
ト
ン
）
の
運
転
開
始
直

前
に
米
国
政
府
が

「待

っ
た
」
を
か
け
て
き

た
た
め
、
日
米
が
激
突
し
た
。

「
日
米
原
子
力
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
激

し
い
交
渉
の
末
、
よ
う
や
く
条
件
付
き
で
米

国
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の

の
、
こ
の
同
意
を
長
期
間
包
括
的
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
そ
の
後
足
か
け
１０
年
間
日
米

交
渉
を
行

っ
た
。
そ
う
し
て
よ
う
や
く
８８
年

に
締
結
さ
れ
た
の
が
現
行
の
日
米
原
子
力
協

定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「長
期
包
括
的
事

前
同
意
」
方
式
が
非
核
兵
器
国
と
し
て
単
独

に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
だ
け
だ
。

ち
な
み
に
韓
国
は
、
朴
桂
恵
政
権
時
代
に
必

死
に
対
米
交
渉
を
行

っ
た
が
、
成
功
し
な
か

っ
た
。

一
な

一智
仄

．

さ
て
、

８８
年
７
月
１７
日
に
発
効
し
た
現
行

の
日
米
協
定
は
、
有
効
期
限
が
３０
年
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
２
０
１
８
年
７
月
１６
日
に
満

期
と
な
る
が
、
そ
こ
で
失
効
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
日
米
い
ず
れ
か
が
６
カ
月
前
に
特
別

の
提
案
を
し
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
自
動
延

長
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

（協
定
第

‐６
条
）
。
こ
の
よ
う
な
自
動
延
長
方
式
は
他

の
条
約
や
協
定
に
も
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て

お
り
、
例
え
ば
、
日
米
安
全
保
障
条
約
も
そ

う
だ
。
同
条
約
は
１
９
６
０
年
に
発
効
し
、

最
初
の
有
効
期
間
１０
年
目
の
７０
年
に
自
動
延

長
さ
れ
た
ま
ま
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
、
「
日

米
同
盟
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
強
固
に
な
っ

た
日
米
外
交
関
係
の
基
盤
と
し
て
盤
石
の
重

み
を
持

っ
て
い
る
。

原
子
力
協
定
も
同
様
で
、
日
米
友
好
関
係

が
今
後
と
も
維
持
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
協
定

が

一
方
的
に
破
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、

日
本
側
か
ら
破
棄
や
改
正
を
言

い
出
す
こ
と

は
あ
り
え
な

い
ｃ
米
国
側
か
ら
改
正
を
言

い

出
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
な

い
）^
現
に
、
今
年

１０
月
に
来
日
し
た
米

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ブ
ル

イ

エ
ッ
ト
副
長
官
は
、
「
再
交
渉
の
理
由
は

な
い
」
と
明
言
し
、
自
動
延
長
す
る
意
向
を

示
し
て
い
る

（２
０
１
７
年
１０
月
１８
日
付
日

経
、
読
売
、
毎
日
新
聞
な
ど
）
。

一
方
、
日
本
国
内
で
は
反
原
発
派
が
、
高

速
増
殖
炉
原
型
炉

「も
ん
じ
ゅ
」
が
廃
炉
に

な
り
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
完
成
が
遅
れ
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
も
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
４８
ト
ン
も
た
ま

つ
て
い
る

か
ら
、
核
不
拡
散
上
問
題
だ
、
海
外
か
ら
も

疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
か
ら
六
ヶ
所
工
場
を

廃
棄
せ
よ
と
主
張
し
て
い
る
。　
一
部
の
マ
ス

コ
ミ
も
こ
れ
に
同
調
し
て
盛
ん
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く
お
門
違

い
で

あ
る
。
反
原
発
派
の
本
当
の
狙

い
は
、
日
米

協
定
問
題
を
テ
コ
に
六
ヶ
所
工
場
を
廃
棄
に

追

い
込
み
、
日
本
の
原
子
力
発
電
自
体
を
葬

り
去
る
こ
と
で
あ
る
。

反
原
発
派
や

一
部

マ
ス
コ
ミ
は
、
日
本
が

所
有
し
て
い
る
４８
ト
ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で

「
約
６
０
０
０
発

の
原
爆
が
製
造
可
能
だ
」

な
ど
と
書
き
立
て
て
、
盛
ん
に
危
機
感
を
煽

っ
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
８
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
長
崎
級
原
爆
が
１
発
で
き
る
と
い
う
単
純
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日本の原子力発電の歴史
(出所)筆 者4成

1955年  第1回 国連原子力平和利用会議開催 (ジュネーヴ)

日本で原子力基本法制定、原子力委員会設置

1957年  国際原子力機関 (IAEA)発足、日本が理事国に

1966年 初の商業炉・原電東海発電所が営業運転開始

1968年  旧日米原子力協定発効

1970年  核不拡散条約NPT発効 (日 本署名1970、 批准1976)

1973年  第4次中東戦争で石油危機。脱石油、世界的に原子力
発電所建設フーム始まる。

1977年  米カーター政権が核不拡散政策を強化、東海再処理
施設の運転をめぐる日米原子力交渉、日本の粘り勝ち。

1978年  原子力安全委員会が発足 (2012年 の原子力規制委員会
設置で消滅)

1982年  高速増殖炉原型炉「もんじゅ」建設計画を閣議決定

1988年  新日米原子力協定発効 (2018年 まで有効、その後は自
動延長が可能)

1995年  「もんじゅ」ナトリウム漏れ事故で運転中断

1999年  東海村の」COウ ラン精製工場で臨界事故

2001年  原子力安全・保安院が発足。東電柏崎刈羽原発のプル
サーマル問題化

2011年  東日本大震災と東電福島第一原発事故

2012年  原子力安全委員会と原子力安全・保安院廃止、環境省
の外局として原子力規制委員会と原子力規制庁が発足。

2014年  第4次 エネルギー基本計画を閣議決定、原子力を「重
要なベース回一ド電源」と規定。

2015年  「エネルギーミックス」で原子力を20～22%と 決定 (2030
年度までに)。 パリでC021開 催、温暖化ガス排出削減
目標値の明確化。

2016年  パリ協定発効。「もんじゅJ廃炉決定

2017年  第5次エネルギー基本計画の策定作業開始

2018年  日米原子力協定自動延長予定。六ヶ所工場の竣ェ予定

計
算
だ
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
だ
。
理

由
は
ご
く
簡
単
に
述
べ
れ
ば
次
の
と
お
り
。

ｍ
先
ず
、

４８
ト
ン
は
す
べ
て

「原
子
炉
級
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
「兵

器
級
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
と
比
べ
組
成
が
違

い
、
純
度
も
著
し
く
落
ち
る
の
で
、
こ
れ

で
実
用
的
な
核
爆
弾
は
作
り
に
く
い
。
現

実
に
世
界
的
に
見
て
も
、
原
子
炉
級
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
用
い
た
核
実
験
は

一
度
も
行

わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

②
次
に
、

４８
ト
ン
の
う
ち
４
分
の
３
以
上
は

英
仏
で
の
委
託
再
処
理
で
抽
出
さ
れ
た
も

の
で
、
現
在
も
両
国
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

残
り
の
約
１０
ト
ン
は
、
英
仏
か
ら
返
還
さ

れ
た
も
の
や
東
海
村
で
再
処
理
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
大
部
分
は
ウ
ラ
ン
と
の
混
合

酸
化
物

（Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
）
に
な
つ
て
お
り
、

容
易
に
は
核
兵
器
製
造
に
転
用
し
に
く
い

形
態
に
な
つ
て
い
る
。
今
後
六
ケ
所
工
場

（年
間
処
理
能
力
８
０
０
ト
ン
）
が
本
格

操
業
す
れ
ば
年
間
最
大
約
８
ト
ン
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
生
産
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も

す
べ
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
の
形
で
保
管
さ
れ
る
。

ｕ
そ
の
上
、
六
ヶ
所
工
場
に
は
、
核
不
拡
散

条
約

（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
と
国
際
原
子
力
機
関

（Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
厳
重
な

査
察

（保
障
措
置
）
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
査
察
官
が
常
時
駐
在
し
て
い
る

（駐
在
事
務
所
は
工
場

の

構
内
に
あ
る
）
の
で
、
軍

事
転
用
は
起
こ
り
え
な
い

仕
組
み
に
な

つ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
在
庫
量
は
原
子
力

手省
員
会
に
よ

つ
て
毎
年
グ

ラ
ム
単
位
で
克
明
に
公
表

さ
れ
て
い
る
。

い
ま
た
、
日
本
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
、
す
べ
て
使
用
目

的
が
は

つ
き
り
し

て
お

り
、
い
わ
ゆ
る

「余
剰
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」
で
は
な
い
。

い
ず
れ
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
本
格
的
に
再
開

さ
れ
、
さ
ら
に
青
森
県
大
間
に
建
設
中
の

フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
原
発
が
稼
働
す
れ
ば
、
順
次

消
費
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
重
要
な
点
を
す
べ
て
無
視
し

て
、　
一
方
に
偏

っ
た
報
道
や
い
い
加
減
な
解

説
を
行

い
、　
一
般
市
民
の
不
安
感
や
恐
怖
心

を
煽
る
の
は
反
原
発
派
の
常
套
手
段
だ
が
、

そ
れ
に
師
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

一　晴つ燃釧卿略”組′レ̈
確立に

以
上
、
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
な

ど
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
や
日
米
原
子
力
協

定
問
題
に
つ
い
て
、
主
に
国
際
的
視
点
か
ら

論
じ
た
が
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
肝

心
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
杜
撰
な
設
備
管

理
で
操
業
開
始
が
遅
れ
て
い
る
状
況
は
誠
に

遺
憾
で
あ
り
、
同
工
場
を
経
営
す
る
日
本
原

燃
は
猛
省
し
、　
一
日
も
早
く
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
せ
つ
か
く
日
米
原
子
力
協
定

上
の
ハ
ー
ド
ル
は
無
事
ク
リ
ア
で
き
る
見
通

し
が
立

っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
好
状
況
を
無

駄
に
せ
ず
、
日
本
原
燃
は
心
機

一
転
、
安
全

に
対
す
る
意
識
を
抜
本
的
に
改
め
、
原
子
力

規
制
委
員
会
と
協
力
し
て
、
技
術
問
題
の
早

期
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

最
後
に

一
言
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立

は
、
国
の
長
期
的
な
課
題
で
あ
つ
て
、
い
た

ず
ら
に
日
前
の
事
象
に

一
喜

一
憂
し
て
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
「も
ん
じ
ゆ
」
廃
棄
後
も
、

高
速
増
殖
炉
の
開
発
計
画
は
国
と
し
て
堅
持

し
て
お
り
、
今
後
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
な
ど

関
係
国
と
の
協
力
関
係
を
含
め
て
、
引
き
続

き
着
実
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
性

急
に
結
果
を
求
め
て

「角
を
矯
め
て
牛
を
殺

す
」
の
過
ち
を
犯
す
べ
き
で
は
な
い
。
畢

克
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
国
家
百
年
の
計

で
あ
り
、
資
源
小
国
、
技
術
立
国
と
い
う
原

点
を
常
に
忘
れ
ず
に
、
じ
つ
く
り
腰
を
据
え

て
取
り
組
む
姿
勢
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ

る
。　
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